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　ラットの肛門挙筋は陰茎基底部に付着し、直腸を取

り囲むリング状の骨格筋である。雄ではよく発達して

いるが、雌では欠損ないしは痕跡状態にある。この顕

著な性差は周産期に出現し、アンドロジェン依存性で

ある。雄ラットの肛門挙筋は、去勢により萎縮し、ア

ンドロジェン投与によって肥大する。今回は、雌ラッ

ト肛門挙筋の発達並びに再生に対する出生直後のア

ンドロジェン（TP）投与の影響を検討した。

　出生直後にTPを一回投与し、性成熟後に再度TP

を投与すると、肛門挙筋は発達し、筋線維の筋フィラ

メント配列も正常であった。出生日にTPを投与し、性

成熟後にゴマ油を与えた動物では、肛門挙筋の輪郭は

認められたが、筋線維は線維性の網工に置き換わって

いた。また、遠山の中にはしばしぼ退化した筋線維も

観察された。他方、出生日にゴマ油を投与した動物で

は、性成熟後のTP投与による筋の発達はみられな

かった。性成熟後のTP投与によって再生する筋線維

の由来は明らかではないが、今回の結果は、周産期の

TP投与が性成熟後の肛門挙筋の再生に重要な意味を

もつことを示すものであった。

　正常雄動物の肛門挙筋は出生直後より加齢と共に

分化・発達し、性成熟後では顕著であった。一方、性

成熟後の雌では肛門挙筋は確認できないが、出生時に

は退化構造を示すものの確認され、生後4日目以降は

消失した。しかし、出生日にTPを投与すると、投与

3日目（4日齢）には発達し、雄のものと同等構造に

あったが、7日目以降は退化した。このことは、肛門

挙筋の発達が胎生期ではアンドロジェン非依存性で

あり、出世以後ではアンドロジェン依存性であること

を意味する。今後、周産期のアンドロジェン投与が性

成熟後の肛門挙筋の再生を誘導する機構について更

に検討する必要がある。

【背景と目的】検診などでPSAの軽度上昇を指摘さ

れ生検を施行され、前立腺癌の早期発見に繋がる例が

増加している。一方で、初回生検で癌陰性であっても

PSAの上昇が継続すれば、不安なままで長期にわたり

再生検の対象となってしまう。そこで、再生検におけ

る癌予測因子を明らかにし、不必要な生検を減らし、

陽性率を改善させるノモグラム作成の可能性を検討

した。

【対象と方法】2001年1月より2004年12月に当院

で施行した前立腺生検1，530例のうち1回以上の陰性

生検を持つ361例を対象とした。平均年齢は68．3歳、

平均PSA値はll．lng／mlであった。

【結果】全体で60例（17％）に癌を認めた。2、3、4回

目生検でそれぞれ16％、19％、24％の癌発見率であった

が5、6回目の9例は癌陰性であった。単変量解析で有

意な癌予測因子はPSA値、　PSA　density、　PSA　TZ

density、生検数であったが、年齢、直腸診所見、超音

波所見、以前の累積陰性生検数、PSA　slope、以前の生

検での異型細胞（ASAP）の存在あるいは前癌病変で

あるprNの存在は有意でなかった。　ROC分析では

PSA　density、生検数、　ASAPあるいはPrNの存在の

組み合わせで最も高い曲線下面積（AUC，0．71）が得

られた。

【考察】再生検ではPSA値、　PSA　density、　PSA　TZ

density、生検数、　ASAPあるいはPrNの存在などが有

意な因子であったが、単一の因子の予測より、多因子

による予測がより良く、それを実現できるノモグラム

の作成が可能であると考えられた。
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